
2008 

11
No.82

p2-3 ■ 平成19年度決算報告　わがまちの家計簿
p4 ■ 教育施設の整備を推し進めます『施設整備室』新設
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広
報

発
行
日
平
成
２０
年
１１
月
１
日
　
発
行
伊
豆
の
国
市
　
〒
４１０‐２２９２

　
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
長
岡
３４０‐１

　
編
集
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
電
話
０５５‐９４８‐１４３１

　
ＦＡＸ
０５５‐９４８‐２９１５

　
Ｅ
メ
ー
ル
info@

city.izunokuni.shizuoka.jp 『
広
報
い
ず
の
く
に
』は
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

市内在住の１２月生まれで２～４歳までのお子さんを募集し
ます。１１月１０日（月）までに電話またはメールでお申し込み
ください。応募多数の場合は抽選になります。掲載が決まっ
た場合は、数日中に写真とコメントを提出していただきます。
申込み 秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

info@city.izunokuni.shizuoka.jp

弟をかわいがる優しいお姉ちゃんだ
ね。小春の笑顔でトートもカーカもぽ
っかぽかになるんだよ。

博敏さん・千佳子さんの長女（古奈）
(平成１８年１１月２８日生)

いつも元気いっぱいな周弥。とって
も楽しそうな笑顔がパパもママも大好
きだよ！！

圭介さん・友美さんの長男（守木）
(平成１６年１１月１０日生)

トミカとゴーオンジャーが大好きなか
んちゃん。来年からは楽しみにしている
幼稚園だね。たくさんお友達作ってね。

圭太さん・真奈美さんの長男（三福）
(平成１７年１１月２４日生)

「はい！」のお返事がかわいいふみく
ん。数字、ひらがな大好き。僕の名前は
６６６
ふ

７７
み

８
や

、携帯でメールだっておてのもの。

聡さん・洋子さんの長男（古奈）
(平成１６年１１月４日生)

お外でお友達と遊ぶのが大好きない
っくん。たくさん遊んで、たくさん食
べて、たくましい子になってね。

慶さん・真由美さんの長男（御門）
(平成１７年１１月１８日生)

甘えん坊の海月とマイペースな海空。
けんかしたり、助け合ったり、さすが
双子！お兄ちゃんと３人で仲良くね！

竜也さん・亜希子さんの次女長女（長塚）
(平成１８年１１月９日生)

モ
ミ
ジ
の
名
所
、
遠
出
し
な
く
て

も
市
内
に
あ
り
ま
す
！

重
要
文
化
財
江
川
邸
で
は
、
モ
ミ
ジ

が
紅あ
か

く
色
づ
き
は
じ
め
た
こ
ろ
、
い
つ

も
は
非
公
開
の『
内
庭
』を
期
間
限
定
で

公
開
。
内
庭
の
池
を
ぐ
る
り
と
囲
む
モ

ミ
ジ
の
古
木
と
、
室
町
時
代
に
作
ら
れ

た
と
い
う
庭
の
風
情
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
一
見
の
価
値
あ
り
！
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平
成
19
年
度
　
決
算
報
告

九
月
一
日
〜
二
十
五
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
九
月
定
例
会
で
、
市
の
平
成
十
九
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
と
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
市
に
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
と
い
う『
市
の
家
計
簿
』の
こ
と
。
伊
豆
の
国
市
の
昨
年
度
一
年
間
の
家
計
の
や
り
く
り
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

借
り
て
い
る
お
金
の
現
在
高

市民一人あたりの借入金残高
【市債現在高】

平成１８年度
５０万６，０８９円

【２５６億１００万円】

平成１９年度
４９万１，２７２円
【２４６億９，９１８万円】

歳出
さ い し ゅ つ

１年間に使ったお金

歳入
さ い に ゅ う

１年間に入ったお金

貯
め
て
い
る
お
金
の
現
在
高

●市民一人あたり
平成１８年度３１万９１４円

平成１９年度３３万７７６円

●市民一人あたり
平成１８年度３２万７，９７９円

平成１９年度３４万４，８８２円

＊対象人口（住民基本台帳）
平成１８年度末　５万５８６人
平成１９年度末　５万２７６人

●
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と
し
て
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
全

体
と
し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。

●
実
質
公
債
費
比
率

借
入
金
の
返
済
額
や
こ
れ
に
準
じ
る
額

の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危

険
度
を
示
す
も
の
。

●
将
来
負
担
比
率

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の
借
入
金

や
、
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る

負
担
等
の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指

標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
。

●
早
期
健
全
化
基
準

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
ひ
と
つ
で
も

早
期
健
全
化
基
準
以
上
に
な
っ
た
場
合

は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

●
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
を
、
事

業
規
模
に
対
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
況

の
深
刻
度
を
示
す
も
の
。

●
経
営
健
全
化
基
準

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準
以

上
の
公
営
企
業
会
計
は
、
経
営
健
全
化
計

画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

問合せ 財政課
電話０５５‐９４８‐１４１４

一人あたり １４，８１７円減

市民一人あたりの預金残高
【基金現在高】

平成１８年度
７万８，０１３円
【３９億４，６３５万円】

平成１９年度
８万１，７２９円

【４１億９０２万円】

一人あたり １３，７１６円増

特別会計 歳入 歳出

国民健康保険 ５４億７,３２６万円 ５５億１,０２５万円

老人保健 ３８億 ７１５万円 ３７億７,７１７万円

介護保険 ２７億 ３８６万円 ２６億３,６９９万円

楠木及び天野揚水場管理 ４,５８５万円 ４,４４９万円

簡易水道等事業 ３，７６２万円 ３，４２１万円

下水道事業 １６億９,４５１万円 １６億３,７５７万円

公営企業会計 歳入 歳出

上水道事業会計　収益的 ６億９,１３２万円 ５億４,０３１万円

資本的 ４,６９３万円 ３億１,７１７万円

判断比率項目
伊豆の国市の
判断比率

早期
健全化基準

実質赤字比率 －＊ １３．１６％

連結実質赤字比率 －＊ １８．１６％

実質公債費比率 １２．４％ ２５．０％

将来負担比率 ８０．５％ ３５０．０％

公営企業会計
の名称

伊豆の国市の
資金不足比率

経営
健全化基準

上水道事業会計 －＊ ２０．０％

簡易水道等事業
特別会計

－＊ ２０．０％

下水道事業特別会計 －＊ ２０．０％

平
成
十
九
年
六
月
に『
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
』が

公
布
さ
れ
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
に
、

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
健
全

化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

伊豆の国市健全化判断比率（平成１９年度）伊豆の国市資金不足比率（平成１９年度）

＊赤字額や資金不足額がなく、比率が算出
されないため『－』で記載しています。

財
政
健
全
化
法
が
わ
か
る

伊豆の国市の健全化判断比率や資金不足比率において、
基準を超える数値はありません。

伊豆の国市の財政健全化判断比率等を公表します！



１０月１日に新設した施
設整備室。初仕事となった
のは、１０月３日に行われ
た大仁中学校校舎建設の安
全祈願祭でした。市内でも特に老朽化が進んでい
る大仁中学校の現校舎。教室棟に廊下がなく、広
いベランダを通路としている珍しい校舎です。新
校舎は、プール跡地を中心にＬ字型に建設を予定。
校舎や体育館に囲まれた真ん中には広場も作りま
す。校舎本体は平成２２年３月に完成。
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■
年
末
調
整
っ
て
？
■

一
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る
所
得
税
額
と
、
毎
月

の
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
合
計
額
は
必

ず
し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後

の
給
与
の
支
払
を
受
け
る
と
き
に
、
過
不
足
額
の
精
算

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
年
末
調
整
と
い
い
ま
す
。

■
も
れ
な
く
控
除
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
■

年
末
調
整
で
は
左
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
控
除
が
受

社会保険料控除＊
国民年金保険料等の社会保険料控除を受ける場合、社会保険

庁から送付される社会保険料（国民年金保険料）控除証明書な
どの社会保険料の額を証明する書類の提出が必要です。

生命保険料控除は『一般の生命保険料』と『個人年金保険料』
に区分され、それぞれ最高５万円の控除が受けられます。種類
を確認し、保険会社等が発行した証明書類を提出してください。

扶 養 控 除

配 偶 者 控 除

住宅借入金等特別控除

生命保険料控除

医療費控除、雑損控除

妻（夫）のパート収入が１０３万円（所得で３８万円）以下でほ
かに所得がなければ、配偶者控除が受けられます。
ただし、１０３万円を超える場合でも１４１万円未満であれば

段階的に配偶者特別控除が受けられます。

生計を一にする親族で合計所得金額が３８万円以下の場合、
扶養控除が受けられます。また、６５歳以上の親族は、年金収
入だけの場合１５８万円以下であれば扶養控除が受けられます。

２年目以降の人は、年末調整で控除を受けられます。１年目
の人は年末調整で控除を受けられませんので、確定申告をして
控除を受けてください。なお、税源移譲による所得税額の減少
により控除しきれなくなる場合は、市・県民税から控除します
ので税務課に申告書を提出してください（平成１１年～１８年に
入居した場合に限る）。市・県民税からの控除については、市
役所税務課（電話０５５‐９４８‐２９１８）までお問い合わせください。

年末調整で控除を受けることができませんので、確定申告を
して控除を受けてください。

■年の途中で会社を退職し、
年末調整ができない人は、
確定申告で所得税を精算
することになります。

問合せ　三島税務署　
電話０５５‐９８７‐６７１１
□自動音声案内で『２』
をお選びください。

平成２０年分青色申告決算・年末調整等説明会

と　き １１月２７日（木）年末調整等説明会（法人、白色申告個人）１０：００～１１：３０　
青色決算等説明会（青色申告個人）１３：３０～１５：００

ところ アクシスかつらぎ多目的ホール
問合せ 三島税務署　電話０５５‐９８７‐６７１１　□自動音声案内で『２』をお選びください。

平成１９年分から、損害保険料控除が地震保険料控除に変更
されています。種類を確認し、保険会社等が発行した証明書類
を提出し控除を受けてください。
①損害保険契約等に係る地震等損害部分の掛金（最高５万円）
が控除されます。

②経過措置として、平成１８年１２月３１日までに締結した長期損
害保険契約（期間が１０年以上で満期返戻金があるもの）の掛金
は、従前の損害保険料控除（最高１万５千円）が適用されます。

③①と②を適用する場合は、合わせて５万円が限度です。

地震保険料控除

け
ら
れ
ま
す
。
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除
等（
異

動
）申
告
書
、
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告

書
兼
給
与
所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
に

必
要
書
類
を
添
付
し
勤
務
先
へ
提
出
し
て
、
漏
れ

な
く
控
除
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
例
年
、
年
末
調
整
に
誤
り
が
あ
り
確
定
申

告
を
し
て
納
税
す
る
人
が
い
ま
す
。
左
記
の
点
に

注
意
し
て
正
し
く
年
末
調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

説明会に参加する人は、事前に郵送される青色申告決算・年末調整等
書類の封筒を持参してください。なお、封筒の内容を確認して、関係書
類が不足している場合は、会場または税務署でお受け取りください。

●申込手続き

預金口座のある取扱金融機関、各担当課、各庁舎市民
サービス課窓口へ預金口座届出印、納税通知書をご持参
の上、『口座振替依頼書』に必要事項を記入してお申し込
みください（ただし、ゆうちょ銀行での振替をご希望の
場合は、直接ゆうちょ銀行窓口へお申し込みください）。

市税等公共料金が納期限に自動振替されて、とても便利！ご利用ください。

●口座振替できる公共料金

市県民税（普通徴収）、固定資産税、軽自動
車税、国民健康保険税（普通徴収）、後期高
齢者医療保険料（普通徴収）、介護保険料（普
通徴収）、上下水道料金（水道料金・下水道料
金・公営簡易水道）、下水道受益者負担金
●取扱金融機関

静岡銀行　　スルガ銀行　　三島信用金庫　
伊豆の国農業協同組合　　静岡県労働金庫　
静岡中央銀行　　三菱東京ＵＦＪ銀行
みずほ銀行　　ゆうちょ銀行
●口座振替できる預金の種類
普通預金、当座預金、納税準備預金

表紙より

問
合
せ

アクシスかつらぎ

■市県民税、固定資産税、軽自動車税　
税務課　電話０５５‐９４８‐２９０７

■国民健康保険税、後期高齢者医療保険料
国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５

■介護保険料　高齢者支援課　電話０５５８‐７６‐８００９
■上下水道料金、下水道受益者負担金

上下水道課　電話０５５‐９４８‐２９１１

１０月１日～

図面を見ながら打ち合わせをする施設整備室職員

教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
施
設
整
備
計
画
を

策
定
し
、
教
育
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
た
め
、
教
育
部
教
育
総
務
課
内
に
『
施

設
整
備
室
』を
設
置
し
ま
し
た
。

問合せ
教育総務課施設整備室（あやめ会館２階）
電話０５５‐９４８‐１４１９

施
設
整
備
室
で
は
、
す
で
に
耐
震
診
断

が
済
ん
で
い
る
市
内
の
全
学
校
に
つ
い

て
、
特
に
老
朽
化
の
進
ん
で
い
る
も
の
や
、

耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
も
の
か
ら
順

次
、
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学
童
施
設
や
体
育
館
、
給
食
セ
ン
タ
ー

も
含
め
、
す
べ
て
の
教
育
施
設
を
安
全
で

安
心
な
も
の
に
。
皆
さ
ん
が
愛
着
を
持
て

る
施
設
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

＊１１月上旬に社会保険庁から『社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書』が送付されます。年
末調整や確定申告に必要ですので、大切に保管
してください。
問合せ 控除証明専用ダイヤル（９：００～１７：００）
電話０５７０‐０７０‐１１７　１１月４日（火）開設

体育館

校舎建
設予定



6２００８．１１．１いずのくに ２００８．１１．１いずのくに7

「当たり前の中の大切なこと」
大仁中学校　　　植松

うえまつ

葵
あおい

（３年）
「失ってから気づくこと」

長岡中学校　　　松下
まつした

美織
みお り

（３年）
「高齢者への思い」

韮山中学校　　　渡辺
わたなべ

麻美
あさ み

（３年）

●人権啓発活動記念講演

演題 『夢は逃げていかない』
講師 義家弘介氏

●青少年健全育成功労者の表彰
●わたしの主張発表（順不同・敬称略）
「わたしのおじいさんおばあさん」

大仁小学校　　　菅沼
すがぬま

里咲子
り さ こ

（６年）
「夏休みの２つの体験を通して」

大仁北小学校　　尾鷲
おわし

結衣
ゆ い

（６年）
「将来の伊豆の国市」

大仁東小学校　　川口
かわぐち

幹也
みき や

（６年）
「思いをつないで」

長岡南小学校　　高村
たかむら

莉瑚
り こ

（６年）
「心のユニバーサルデザインを持とう」

長岡北小学校　　加藤
かとう

凌也
りょうや

（６年）
「富士山を世界遺産に」

韮山小学校　　　池田
いけだ

杏奈
あん な

（６年）
「歴史のまち『韮山』まちづくりへの提案」

韮山南小学校　　川口
かわぐち

真澄
ます み

（６年）

各小中学校の子どもたちが、毎日の生活の中で感じた
ことや考えたことを発表します。子どもたちの言葉に耳
を傾けてみませんか。また、ドラマ『ヤンキー母校に帰
る』で有名な義家

よしいえ

弘介
ひろゆき

氏（参議院議員）を招いて講演会を
開催します。お誘いあわせてお出かけください。

＊なるべく公共交通機関や乗り合わせでお越しください。

と　き １１月８日（土）開場１２：３０　１３：００～１６：００
ところ アクシスかつらぎ大ホール 入場無料

１１月は静岡県青少年健全育成強調月間静岡県青少年健全育成強調月間です

秋の早朝あいさつ・声掛け運動
１１月７日（金）、各地区育成会と市Ｐ連が中

心となって、朝のあいさつ声掛けを行います。

問合せ　社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

昨年度大会より

「地域の子どもは地域で育てる」という共通の理解と認識を広め、地域の一人ひとりが青少年の
行動に目や耳を傾け、非行防止と健全育成、社会環境の浄化に取り組みましょう。

六
月
一
日
か
ら
三
カ
月
間
、
四
十
歳
以
上
の
国
保
被

保
険
者
と
後
期
高
齢
者
へ
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
間
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
次
の
と
お

り
受
診
が
で
き
ま
す
。
健
診
料
は
無
料
で
す
。

＊
国
民
健
康
保
険
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
、
受
け

よ
う
と
す
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
（
人
間
ド
ッ
ク

は
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
国
保
年
金

課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）。

検
診
料
は
無
料
で
す
。
希
望
者
は
、
健
康
づ
く
り

課
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
今
年
度
受
診
済
み
の
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

十
二
月
二
日（
火
）大
仁
市
民
会
館

十
二
月
三
日（
水
）韮
山
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間
は
八
時
〜
十
時
三
十
分

①
胃
が
ん

胃
バ
リ
ウ
ム
検
査

対
象

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

②
大
腸
が
ん

便
潜
血
反
応
検
査

対
象

三
十
五
歳
以
上
の
市
民

③
肺
が
ん
・
結
核

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

対
象

四
十
歳
以
上
の
市
民

自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
、
検
診
を
待
た
ず
医
療
機

関
で
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

登校時間に
通学路や校門で！

ヤ
ン
キ
ー
先
生
が

や
っ
て
く
る
！

問合せ　国保年金課　電話０５５‐９４８‐２９０５

①８月２９日または８月３１日有効
期限の受診券をお持ちの場合
１２月１日（月）～２５日（木）ま
で有効としますので、そのま
まお使いください。
②受診券を紛失または処分し
てしまった場合
再発行します。国保年金課へ
お申し出ください。
③７月１日～９月３０日までに国
保の資格取得の届出をした場合
１１月末までに受診券をお送り
します。

実施日
場所

申込み締切
１１月２０日（木）

問合せ　健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１４0

5

1010

1515

2020

2525

●
伊
豆
の
国
市
は
歴
史
の
ま
ち
。
豊
富
で
貴
重
な
史
跡
を
、
温
泉
観

光
と
結
び
つ
け
て（
東
京
の
は
と
バ
ス
の
よ
う
に
）、『
温
泉
つ
き
史
跡

巡
り
』を
企
画
し
た
ら
ど
う
か
…（
八
十
代
男
性
）

今
年
か
ら
、
市
観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆

の
国
ル
ネ
サ
ン
ス
、
伊
豆
箱
根
バ
ス
、
伊
豆
の
国

歴
史
ガ
イ
ド
の
会
が
連
携
し
て
、『
富
士
山
と
歴
史

巡
り
バ
ス
』を
毎
週
日
曜
日
の
午
前
中
に
運
行
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
温
泉
駅
を
出
発
し
て
韮
山
反

射
炉
、
江
川
邸
、
蛭
ヶ
島
、
願
成
就
院
な
ど
の
史

跡
を
め
ぐ
る
観
光
バ
ス
で
、
歴
史
ガ
イ
ド
が
同
乗
し
て
、
詳
し
い
解

説
を
加
え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
増
加
す
る
外
国
人
観
光
客
へ

の
対
応
と
し
て
、
通
訳
サ
ー
ビ
ス
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

担
当

観
光
商
工
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

広
報
五
月
一
日
号
で
お
配
り
し
た『
市
長
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
』。

今
回
も
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
に
は
、

す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
七
月
か
ら
子
ど
も
医
療
費
が
小
学
校
三
年
生
ま
で
無
料
化
さ
れ
て

う
れ
し
い
。
自
己
負
担（
五
百
円
）を
払
っ
て
も
よ
い
の
で
、
小
学
校

六
年
ま
で
、
で
き
れ
ば
中
学
三
年
ま
で
延
長
し
て
ほ
し
い
。
高
齢
者

に
は
タ
ク
シ
ー
券
が
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に

も
特
典
を
検
討
し
て
…（
年
齢
性
別
不
詳
）

こ
ど
も
医
療
費
の
対
象
者
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

は
、
子
育
て
中
の
家
庭
を
支
援
す
る
施
策
と
し
て
は

有
効
で
す
。
し
か
し
、
小
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の

た
め
に
、
市
が
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
は
、
医
療
費

助
成
拡
大
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に
活
用

し
、
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
子
育
て
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

担
当

福
祉
課
　
電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
０
８

子ども医療費助成

■　年齢別　■

0

5

10

15

20

25

■　男女別　■

富士山と歴史めぐりバス

今
回
ご
意
見
を
寄
せ
て
く
れ
た

の
は
、
計
六
十
七
通
六
十
七
人
の

皆
さ
ん
。
前
回
ま
で
は
女
性
が
多

い
傾
向
で
し
た
が
、
今
回
は
男
性

の
方
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
年
齢

別
で
は
、
七
十
代
の
人
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

●
青
少
年
の
事
故
や
事
件
を
防
ぐ
た
め
、
通
学
路
の
防
犯
灯
等
の
点

検
、
夕
方
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
ほ
し
い
…（
年
齢
不
詳
・
女
性
）

通
学
路
の
防
犯
灯
等
の
点
検
に
つ
い
て
は
、
教
育
部

局
と
連
携
し
、
防
犯
灯
の
設
置
基
準
の
見
直
し
や
適
正

配
置
に
努
め
ま
す
。
夕
方
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
現
在
、
大

仁
警
察
署
や
青
色
回
転
灯
付
き
の
公
用
車
が
パ
ト
ロ
ー

ル
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
通
学
区

域
は
広
範
囲
に
及
び
、
警
察
や
市
職
員
だ
け
で
全
域
を

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
で
は
、

区
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に『
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会
』を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
受
講
し
、
現
在
活
動
し
て
い
る
の
は
三
百
三
十

六
人
で
、
こ
の
人
た
ち
が
同
乗
す
れ
ば
、
青
色
回
転
灯
の
公
用
車
に
よ

る
自
主
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
で
す
。
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
実
現
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当

安
全
対
策
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

●
保
育
園
・
幼
稚
園
の
耐
震
工
事
を
早
急
に
…（
三
十
代
女
性
）

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
能
が
低
い
と
さ
れ
た
市
立
保
育
園
・

幼
稚
園
は
五
園
あ
り
、
耐
震
補
強
や
建
て
替
え
を
同
時

に
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
育
園
・
幼
稚
園

を
含
め
た
教
育
施
設
全
般
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
に
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
財

政
状
況
で
、
多
く
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
通
園
で
き
る
保
育

園
・
幼
稚
園
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当

施
設
整
備
室
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
９ 青色防犯パトロール車
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（
キ
リ
ト
リ
）

●
市
の
建
設
工
事
に
は
、
市
内
中
小
企
業
で
は
な
く
、
工
法
に
優
れ

近
隣
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
配
慮
も
深
い
、
大
手
業
者
を
参
入
さ
せ
た
ら

ど
う
か
…（
七
十
代
男
性
）

市
内
業
者
に
は
市
内
在
住
の
従
業
員
等
が
多
く
勤

務
し
て
お
り
、
市
内
商
工
業
の
活
性
化
も
担
っ
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
市
内
業
者
の
育
成

を
図
り
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
近
隣
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
配
慮
を
指
示

し
、
市
民
に
喜
ば
れ
る
工
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当

建
設
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
８

●
広
報
紙
や
議
会
だ
よ
り
等
は
、
経
費
節
減
の
た
め
、
も
っ
と
再
生

紙
を
利
用
し
た
ら
ど
う
か
…（
年
齢
性
別
不
詳
）

現
在
す
で
に
、
広
報
紙
等
に
は
再
生
紙
を
使
用
し
て

い
ま
す
が
、
再
生
紙
と
そ
う
で
な
い
紙
と
の
価
格
差
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
直
接
的
な
経
費
節
減
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
環
境
負
荷
を
軽
減
し
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
市
で
は
今
後
も
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

担
当

秘
書
広
報
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
３
１

●
地
産
地
消
を
、『
食
の
確
保
』
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
す
必

要
が
あ
る
。
地
場
産
食
材
の
学
校
給
食
や
食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
で

の
利
用
推
進
等
を
し
た
ら
ど
う
か
…（
五
十
代
男
性
）

現
在
、
市
で
は
第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計
画
の
戦
略
の
ひ
と

つ
と
し
て
『
安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
目
指
し
、
地

産
地
消
の
推
進
に
向
け
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食

で
は
、
家
庭
や
宿
泊
施
設
か
ら
回
収
し
た
食
品
残
渣

ざ
ん
さ
（
生
ご
み
等
）

を
原
料
と
し
た
堆
肥
で
育
て
た
有
機
野
菜
を
、
給
食
材
料
に
使
う

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
米
は
す
べ
て
市
内
産
を
使
用

し
て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
度
よ
り
市
内
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
（
県

が
認
定
し
た
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
実
践
農
家
）

に
よ
る
『
エ
コ
米
』
の
使
用
も
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
商
工
会
で
も
、
複
数
の
食
堂
・
レ
ス

ト
ラ
ン
で
、
市
内
生
産
の
『
キ
ク
イ
モ
』
を
使
用

し
た
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
扱
う
な
ど
、
地
産
地
消
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

担
当

農
業
振
興
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
１

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
年
を
取
っ
た
ら
早
く
死
ね
と
い
う

こ
と
か
…（
年
齢
性
別
不
詳
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
分
か
り
に
く
い
。
広
報
紙
で
シ
リ
ー

ズ
化
し
て
説
明
し
て
ほ
し
い
…（
七
十
代
男
性
ほ
か
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
長
い
間
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ

た
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
国
民
全
員
で
高
齢
者
の
医
療
を
支
え
る
と

い
う
制
度
で
す
。
市
で
は
、
職
員
が
後
期
高
齢

者
制
度
や
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
知
識
を
高

め
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
も
制
度
を
分
か
り
や

す
く
説
明
で
き
る
よ
う
、
各
庁
舎
の
関
係
職
員
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
皆
さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
、『
広
報
い
ず
の
く
に
』

で
も
、
先
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
連
載
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
二
十

一
年
三
月
号
ま
で
の
全
六
回
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
全
般
、

給
付
、
保
険
料
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

担
当

国
保
年
金
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）２
９
０
５

●
防
災
訓
練
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
地
域
の
人
々
の
地
震
対
策
も
お
ろ

そ
か
。
市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
施
策
を
…（
七
十
代
男
性
ほ
か
）

市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の
高
め
る
た
め
、
各
地
区
の
自
主
防

災
組
織
と
連
携
し
て
年
二
回
の
防
災
訓
練
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

訓
練
は「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
各

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
目
標
の
一
つ
に
し
て
い
ま
す
。
八
月
に
は
、

韮
山
運
動
公
園
で
会
場
型
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
十
二
月
に
は
、

大
仁
さ
つ
き
ヶ
丘
公
園
で
、
大
規
模
地
震
発
生
の
際
に
寸
断
さ
れ
る

可
能
性
の
あ
る
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
の
各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と

県
・
市
が
連
携
し
た
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
訓

練
で
で
き
な
い
こ
と
は
災
害
時
に
も
で
き
ま
せ
ん
。

繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
防
災
訓
練
に
は

積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
訓
練
以
外
の
効

果
的
な
防
災
啓
蒙
活
動
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

担
当

安
全
対
策
課
　
電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

要
望
は
地
区
要
望
書
で

特
定
の
個
所
の
道
路
・
河
川
改

修
な
ど
の
要
望
事
項
は
、
地
域
の

意
見
の
集
約
等
が
必
要
な
要
望
で

す
。
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
『
地
区

要
望
書
』
と
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。建

設
的
な
ご
意
見
を

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に

い
か
す
た
め
の
『
市
長
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見

箱
』
で
は
、
引
き
続
き
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。
明
日
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、

皆
さ
ん
の
建

設
的
な
ご
意

見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
　
ご
意
見
の
内
容
別
　
■

0

5

10

15

20

25

１９ページ記事参照 市内産キクイモ

防災訓練の実施

今
回
の
ご
意
見
の
内
容
は
、
全

部
で
八
十
八
件
。
健
康
や
福
祉
、

都
市
整
備
に
関
す
る
ご
意
見
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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消防ポンプ車試乗体験、レ
スキュー体験、白バイライド、
各種防災体験　など

すてきな景品いろいろ！
広報１０月号裏表紙に

ある抽選券を切り取っ
て、必要事項を記入し、
当日、会場の応募箱
に入れてください。

時間

９：３０ 開会、オープニングファンファーレ

９：４５ 園児パフォーマンス①韮山西・共和幼稚園

１０：００ 園児パフォーマンス②ひまわり保育園

１０：１５ 三島高校チアリーディング

１０：３０ 綱引き　ちびっ子ＶＳ消防自動車

１１：００ 自主防災会放水競技

１２：００ フラダンス

１２：１５ 三島高校チアリーディング

１３：００ それゆけ！消防団！

１３：２０ お楽しみ抽選会

引
っ
張
れ

、
引
っ
張
れ
！

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

履き古された下駄に感謝の念を捧げるための下駄供養式

（１７：００～）。古下駄を積み上げた大かがり火台は圧巻です。

伊豆太鼓による演奏や、つきたて餅やお汁粉の無料サー

ビス、各種出店などで会場は

賑わいます。

問合せ　伊豆の国市観光協会　

電話０５５‐９４８‐０３０４

と
　
き

十
二
月
一
日
ま
で
の
毎
週

月
曜
日
　
十
一
時
〜
十
二
時

と
こ
ろ

①
十
一
月
三
日
、
十
一
月

十
日：

ホ
テ
ル
天
坊

②
十
一
月
十
七
日
、
十
一
月
二
十
四

日
、十
二
月
一
日：

楽
山
や
す
だ

定
　
員

一
回
百
人
程
度

＊
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
入
場
を

お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

芸妓
げいぎ

さんとは？
大衆芸能やお座敷文化を今なお守り続

ける伊豆長岡温泉の芸妓さん。現在は約
５０人が当地を訪れたお客様に楽しんでい
ただこうと、がんばっています。

伊
豆
の
国
市

問合せ
農業振興課
電話
０５５‐９４８‐１４８１

秋
の
収
穫
祭

１１月１５日（土）＊
９：００～１３：３０

市役所大仁庁舎と周辺
小雨決行

＊農産物品評会は前日１０：００～

■主なスケジュール

９：００～開会式・表彰式
１０：３０～品評会出品農産物の

即売会整理券配布
１１：３０～品評会出品農作物の

即売会
１３：００～餅まき

■その他の催し

木工教室、手作りバター教室、
餅の無料配布、そば販売、修善
寺工業高校郷土芸能部の太鼓演
奏、防犯用２重鍵の配布　など

内　　容

司会は、元静岡朝日テレビアナウ
ンサーの遠藤行洋さんが登場！

今話題のＢ級グルメが集結！
富士宮焼きそば、オムソバ、た
こ焼き、静岡おでん、三島コロ
ッケ　など
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慰
霊
式
典
と
同
じ
日
、
千
歳
橋
右
岸
た

も
と
で
は
、
狩
野
川
台
風
追
悼
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
（
慰
霊
碑
）
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し

た
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作
者
の
芸
術
家
・

鈴
木
丘
さ
ん
（
守
木
）は
、「
五
十
年
前
に

暴
れ
た
狩
野
川
も
、
今
は
豊
か
な
自
然
の

シ
ン
ボ
ル
。
将
来
に
わ
た
っ
て
も
狩
野
川

が
平
和
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
」
と
語
り
、
式
典
に
参
列
し
た
南
条
区

長
の
原
唯
彦
さ
ん
は
、「
狩
野
川
が
再
び

暴
れ
川
に
な
ら
な
い
よ
う
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
見
守
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
周
り
に
は
、
ベ
ン
チ

や
花
壇
な
ど
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
も
併
せ

て
整
備
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
は
、『
Ｂ
Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
）バ
ス
』を
ご
存
じ
で
す
か
？
ガ

ソ
リ
ン
や
軽
油
等
の
、
二
酸
化
炭
素
を
大

量
に
排
出
す
る
従
来
の
化
石
燃
料
を
使
わ

ず
、
使
用
済
み
の
食
用
油
で
走
る
、
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
で
す
。

伊
豆
箱
根
バ
ス
で
は
、
こ
の
ほ
ど
Ｂ
Ｄ

Ｆ
バ
ス
を
導
入
し
、
伊
豆
長
岡
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
で
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。
昔
な

つ
か
し
い
緑
の
し
ま
模
様
デ
ザ
イ
ン
の
こ

の
バ
ス
は
、
平
日
は
循
環
バ
ス
、
日
曜
日

は
市
観
光
協
会
の
『
富
士
山
と
歴
史
め
ぐ

り
バ
ス
』
と
し
て
運
行
し
ま
す
。
地
球
に

優
し
く
、
歴
史
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

歴
史
め
ぐ
り
バ
ス
申
込
み
・
問
合
せ

伊
豆
の
国
市
観
光
協
会

電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

川
と
調
和
す
る
未
来
へ

狩
野
川
台
風
追
悼
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

私
た
ち
は
忘
れ
な
い

狩
野
川
台
風
五
十
年
慰
霊
式
典

ＢＤＦバスは歴史めぐりにピッタリなレトロデザイン

犠牲者の冥福を祈り、防災の決意を新たに

9／21

二
百
九
十
人
も
の
市
民
の
命
を
奪
っ
た

『
狩
野
川
台
風
』
か
ら
半
世
紀
。
市
は
そ
の

教
訓
を
胸
に
刻
む
た
め
、
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
で
慰
霊
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。
式

典
に
は
、
被
災
者
や
遺
族
、
市
・
県
・
国

の
関
係
者
、
一
般
市
民
ら
約
四
百
人
が
参

列
し
て
黙
と
う
し
、
舞
台
に
設
置
し
た
慰

霊
塔
を
前
に
献
花
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
ご
主
人
・
広
志
さ
ん
も
遺
族

と
し
て
参
列
す
る
な
か
、
わ
が
子
の
千
波
ち
な
み

さ
ん
（
八
歳
）
と
七
海
な
な
み

く
ん
（
五
歳
）
を
伴

っ
て
会
場
を
訪
れ
た
増
島
佐
和
子
さ
ん

（
白
山
堂
）
は
、「
台
風
で
夫
の
祖
母
と
四

人
の
兄
弟
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
遠
い
昔
、

家
族
を
襲
っ
た
悲
劇
を
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
狩
野
川
台
風
を
忘
れ
な
い
。

そ
し
て
、
水
害
は
二
度
と
起
こ
さ
な
い
と
、

一
人
ひ
と
り
が
強
く
決
意
し
ま
し
ょ
う
。

9／21

歴
史
エ
コ
バ
ス
発
進

伊
豆
箱
根
バ
ス
Ｂ
Ｄ
Ｆ
車
導
入

あ
や
め
会
館
で
、
市
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
応
募
総
数
は
市
内
小
・
中
学
校
か

ら
計
六
百
三
十
点
。
市
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
委
員
や
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

ら
に
よ
る
審
査
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
。

【
小
学
生
の
部
】
入
選
…
佐
藤
彩
さ
ん（
韮

山
南
小
六
年
）、
金
刺
菜
摘

か
ね
ざ
し
な
つ
み

さ
ん（
同
六
年
）、

川
口
真
菜
ま
　
な

さ
ん（
同
六
年
）、
山
本
世
依
羅

せ
　
い
　
ら

さ
ん
（
大
仁
小
六
年
）、
高
田
茉
奈
ま
　
な

さ
ん

（
大
仁
東
小
六
年
）、
そ
の
他
佳
作
五
人

【
中
学
生
の
部
】
入
選
…
竹
内
美
月
み
づ
き

さ
ん

（
長
岡
中
二
年
）、
長
谷
川
大
矩
ひ
ろ
の
り

く
ん
（
同

三
年
）、
井
阪
勇
輝
く
ん
（
同
三
年
）、
鈴

木
美
緒
さ
ん（
同
三
年
）、
茂
利
冬
威

も

り

と
う
い

く
ん

（
同
三
年
）、
そ
の
他
佳
作
五
人

な
お
入
選
作
品
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

日
本
を
変
え
る
そ
の
一
票

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
コ
ン

厳正な審査が行われたポスターコンクール 9／16

千歳橋右岸のたもとに整備したモニュメント

9／21
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九
回
目
の
狩
野
川
一
〇
〇
キ
ロ
サ
イ
ク
リ

ン
グ
を
中
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
参
加
や
、
映

画
『
シ
ャ
カ
リ
キ
！
』
の
特
別
協
賛
も
功
を

奏
し
、
百
キ
ロ
・
五
十
キ
ロ
両
コ
ー
ス
合
わ

せ
て
過
去
最
高
の
六
百
一
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
百
キ
ロ
コ
ー
ス
の
ゲ
ス
ト
、
高
橋

正ま
さ

純ず
み

さ
ん
（
Ｋ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
）
は
完
走
後
、「
萬
城
の
滝
な
ど
の
各
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
変
化
に
富
ん
で
い
て
、

普
段
気
づ
か
な
い
小
さ
な
自
然
に
感
動
し

な
が
ら
気
持
ち
よ
く
走
れ
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
参
加
し
た
い
」と
語
り
ま
し
た
。

レ
ー
ス
と
は
違
い
、
風
景
を
楽
し
み
な

が
ら
ゆ
っ
た
り
走
れ
る
こ
の
大
会
。
最
近

自
転
車
に
乗
り
始
め
た
、
と
い
う
皆
さ
ん

も
、
来
年
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

市
は『
安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
』を
広
め
る
た
め
、
食
品
残
渣
ざ
ん
さ
（
生

ご
み
）
利
用
堆
肥
を
使
っ
た
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
体
験
講
座
を
韮
山
庁
舎
で
開
催
。
百

二
十
人
の
市
民
が
参
加
し
、
講
師
の
金
山

重
信
さ
ん（
元
Ｍ
Ｏ
Ａ
大
仁
農
場
長
）か
ら

栽
培
方
法
を
教
わ
り
ま
し
た
。

金
山
さ
ん
は
「
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
家
庭

で
手
軽
に
で
き
る
小
さ
な
ほ
場（
畑
）。
野

菜
や
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
最
善
の
土
を

調
合
す
る
こ
と
が
大
事
」
と
説
明
。
こ
の

日
、
親
子
で
参
加
し
た
増
田
ひ
と
み
さ
ん

（
奈
古
谷
）は
、「
レ
ッ
ド
チ
ャ
イ
ム（
ハ
ツ

カ
ダ
イ
コ
ン
）
と
小
松
菜
を
植
え
ま
し
た

が
、
こ
ん
な
に
土
に
い
ろ
い
ろ
混
ぜ
る
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
二
カ
月
後
の
収
穫
が

楽
し
み
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

長
岡
温
水
プ
ー
ル
（
プ
ー
ル
サ
ン
ゆ
う
）

が
、
入
場
者
数
五
十
万
人
を
達
成
し
ま
し

た
。
記
念
す
べ
き
五
十
万
人
目
の
来
場
者

の
佐
藤
清
美
さ
ん
（
吉
田
）
は
、「
体
力
維

持
の
た
め
に
週
三
回
程
度
通
っ
て
い
ま

す
。
場
所
が
近
く
料
金
が
安
い
こ
と
、
ス

タ
ッ
フ
が
親
切
で
交
友
も
広
が
る
こ
と
が

こ
の
プ
ー
ル
の
い
い
と
こ
ろ
」
と
語
り
ま

し
た
。
長
岡
温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者
の

伊
豆
ス
イ
ム
サ
ポ
ー
ト
・
水
野
隆
一
郎
さ

ん
に
よ
れ
ば
「
水
泳
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
誰
も
が
で
き
る
運
動
。
教
室

を
多
数
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
。
冬
も
温
か
い
温
水
プ
ー
ル
で
、

皆
さ
ん
も
健
康
増
進
し
て
み
て
は
？

問
合
せ

長
岡
温
水
プ
ー
ル

電
話
０
５
５（
９
４
７
）０
１
７
６

安
全
・
安
心
を
育
て
る

プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
体
験
講
座

愛
さ
れ
て
五
十
万
人
　

長
岡
温
水
プ
ー
ル

大
仁
の
水
晶
苑
で
、
今
年
度
二
回
目
の

『
手
作
り
作
品
展
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
す
べ
て
日
ご
ろ
水
晶
苑
を
利
用
し

て
い
る
人
た
ち
の
手
作
り
で
、
手
芸
、
絵

画
、
木
工
、
折
り
紙
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も

プ
ロ
顔
負
け
の
力
作
で
、
期
間
中
、
利
用

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

水
晶
苑
で
は
、
こ
の
よ
う
な
期
間
限
定

の
催
し
の
ほ
か
、
月
・
火
・
木
曜
日
の
介
護

予
防
教
室
や
月
〜
金
曜
日
の
一
般
体
操
教

室
も
毎
週
開
催
し
て
お
り
、
温
泉
入
浴
、

囲
碁
・
将
棋
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
設
備
も

あ
り
ま
す
。
水
晶
苑
は
、
六
十
歳
以
上
の

市
民
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ

老
人
憩
い
の
家
水
晶
苑

電
話
０
５
５
８（
７
６
）４
６
９
７

プ
ロ
顔
負
け
の
作
品
展

老
人
憩
い
の
家

水
晶
苑

史
上
最
多
六
百
一
人

狩
野
川
一
〇
〇
キ
ロ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

５０万人目の入場者となった佐藤さん（右から２番目）

9／26

9／28

9／28

9／29～
10／10

自分で土を調合しプランターに種を植える参加者

子どもからお年寄りまで過去最多６０１人が参加

施設利用者による力作が展示された水晶苑
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立冬

11/1土

市民：市民サービス課（伊豆長

岡庁舎） 電話０５５‐９４８‐２９０１

国年：国保年金課　

電話０５５‐９４８‐２９０５

環政：環境政策課　電話０５５‐９４９‐６８０４

クリ：クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５

観商：観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０

文振：文化振興課　電話０５５‐９４８‐０２２５

農振：農業振興課 電話０５５‐９４８‐１４８１

安対：安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

福祉：福祉課　　　電話０５５８‐７６‐８００６

社教：社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

社協：社会福祉協議会　電話０５５‐９４９‐５８１８

＊健診や予防接種などの問い合わせは

健づ：健康づくり課　電話０５５８‐７６‐８０１２へ

22 日日

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

99 日日

10月

11火

文化の日

33 月月

１１月のカレンダー
■下駄ダンスコンテストin伊豆長岡温泉（ア
クシスかつらぎ10:00～／観商）
●休日のごみの持ち込み受付（9:00～12:00／
クリ）

■芸妓まつり（ホテル天坊11:00～12:00／観
商）

●減メタエクササイズ教室（韮保セ19:00～
20:00／健づ＊要申込み）
◆3カ月児相談（韮保セ）◆子宮がん・乳が
ん・骨粗しょう症検診（長保セ9:00～11:30、
子・乳13:00～14:30、骨13:30～14:30）

●巡回交通事故相談（伊豆長岡庁舎10:00～
15:00／安対＊要予約）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（大保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）◆3歳児健診（韮保セ）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）●サポートセンター『ぷちゆめワ
ーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）
◆一般健康相談（韮保セ9:30～11:30）
◆のびのび広場（韮保セ）

●あいさつ声掛け運動（市内各所／社教）
●年金相談（韮山庁舎10:00～14:30／国年）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（長保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）

■青少年健全育成大会～わたしの主張発表
大会～（アクシスかつらぎ13:00～16:00／社
教）

■消防フェスタ2008（元スポーツワールド駐
車9:30～13:30／安対＊雨天中止）
■中村雅俊コンサート（アクシスかつらぎ
18:30～／文振）■あなたのステージVol.61
（韮山時代劇場13:30～／文振）

■芸妓まつり（ホテル天坊11:00～12:00／観商）●減メ
タエクササイズ教室（韮保セ19:00～20:00／健づ＊要申
込み）●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観商）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（韮保セ9:00
～11:30、子・乳13:00～14:30、骨13:30～14:30）

■下駄供養祭（湯らっくす公園15:00～供養式
は17:00～／観商）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（韮保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）◆フッ素塗布（大保セ）

診療時間は9:00～17:00 必ず病院に直接電
話するか田方医師会のホームページ
（http://www.shizuoka.med.or.jp/tagata）、
または田方北消防署（電話０５５‐９７８‐０１１９）、
田方中消防署（電話０５５８‐７６‐０１１９）で確認を。

２日（日）つちやクリニック（田京／内･消化器･循環
器／０５５８‐７７‐１５１１）

３日（月）田京診療所
（田京／内・小児／０５５８‐７６‐３２０１）

９日（日）大仁クリニック（大仁／外･内／０５５８‐７６‐
２５５６）慈広会記念病院（長岡／内･リハ／
０５５‐９４７‐０５１１）

１６日（日）矢田レディースクリニック
（宗光寺／産婦／０５５８‐７６‐４５５０）

２３日（日）岸クリニック
（四日町／内･リハ／０５５‐９４９‐７７７０）

２４日（月）あおきクリニック
（吉田／泌尿器／０５５８‐７５‐０３０３）

３０日（日）西脇内科（大仁／内･小児･胃腸／０５５８‐７６‐
３７１２）河野内科医院（南條／内･循環器／
０５５‐９４０‐２３５５）

納期限３０日（日） 上下水道料金（墹之上、
天野、小坂、戸沢、江間、富士見、長瀬、
花坂、韮山北部地区、大仁地区）
納期限１２月１日（月） 国民健康保険税
第4期分、介護保険料第4期分、後期高齢
者医療保険料第4期分

２００８

平成２１年度募集始まります
保育園・放課後児童クラブ
詳細は、広報１０月号１０ページ
または市ホームページをご覧ください。
申込み・問合せ こども育成課　電話０５５‐９４８‐１４４７

受
付
中

■イベント　●行政情報・相談など　◆保健など

長保セ：長岡保健センター、韮保セ：韮山保健センター、大保セ：大仁保健センター　　　は図書館休館日

勤労感謝の日

2233日日

振替休日

2244月月

25火

26水

27木

28金

29土

3300日日

12/1月

2 火

3 水

12水

13木

14金

15土

1166日日

17月

18火

19水

20木

21金

小雪

22土

●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（韮保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00ま
で／市民）●サポートセンター『ぷちゆめワ
ーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）
●飼えなくなった犬･猫の引き取り（韮山庁舎
14:00～14:30／環政）

◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（大保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）

■市民文化祭・展示の部（市民作品展：長岡体育館、
子ども作品展：長岡北小体育館・韮山小体育館・大仁
北小体育館9:00～16:00／16日まで／社教）■伊豆の
国市秋の収穫祭（大仁庁舎9:00～／農振）■アクシ
スの夕べPart.51（アクシスかつらぎ19:00～／文振）

■国民文化祭プレフェスティバル・オペラキ
ャスティング公開オーディション（韮山時代
劇場13:30～／文振）■伊豆長岡商工祭（伊豆
長岡庁舎駐車場9:30～14:00／観商）●休日の
ごみの持ち込み受付（9:00～12:00／クリ）

■芸妓まつり（楽山やすだ11:00～12:00／観
商）●減メタエクササイズ教室（韮保セ19:00
～20:00／健づ＊要申込み）◆子宮がん・乳が
ん・骨粗しょう症検診（大保セ9:00～11:30、
子・乳13:00～14:30、骨13:30～14:30）

◆フッ素塗布（長保セ）
◆1歳6カ月児健診（韮保セ）

●行政相談（大仁庁舎13:30～15:30／市民）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（韮保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）

●窓口延長（各庁舎市民サービス課他19:00まで／市民）
●年金相談（伊豆長岡庁舎10:00～14:30／国年）●人権相
談（大仁庁舎13:30～16:00／福祉）●サポートセンター
『ぷちゆめワーク』（大保セ13:00～16:00／福祉）◆一般健
康相談（長保セ9:30～11:30）◆のびのび広場（長保セ）

◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（大保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）

■2008第3回韮山時代劇場ジャズフェスティ
バル（韮山時代劇場13:00～／文振）

■親子映画上映会（大仁市民会館①10:00～
12:00、②13:30～15:30／社教）
■2008第3回韮山時代劇場ジャズフェスティ
バル（韮山時代劇場16:30～／文振）

■芸妓まつり（楽山やすだ11:00～12:00／観
商）

●消費者相談（伊豆長岡庁舎9:00～15:00／観商）●減メタ
エクササイズ教室（韮保セ19:00～20:00／健づ＊要申込み）
◆献血（伊豆長岡庁舎駐車場9:30～11:30）◆運動教室（大
仁体育館）◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（韮保セ
9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨13:30～14:30）

●弁護士相談（韮山福祉センター13:30～
16:30／社協＊要予約）
◆6カ月児相談（韮保セ）◆子宮がん・乳が
ん・骨粗しょう症検診（大保セ9:00～11:30、
子・乳13:00～14:30、骨13:30～14:30）

●窓口延長●巡回就職相談（伊豆長岡庁舎13:00～16:00／観商＊
要予約）●飼えなくなった犬･猫の引き取り（韮山庁舎14:00～
14:30／環政）●サポートセンター『ぷちゆめワーク』（大保セ
13:00～16:00／福祉）◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診
（長保セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨13:30～14:30）

◆一般健康相談（大保セ9:30～11:30）
◆子宮がん・乳がん・骨粗しょう症検診（長保
セ9:00～11:30、子・乳13:00～14:30、骨
13:30～14:30）◆のびのび広場（大保セ）
◆フッ素塗布（韮保セ）

■国民文化祭プレフェスティバル・静岡県芸
術祭合唱コンクール（アクシスかつらぎ10:00
～／文振）

■芸妓まつり（楽山やすだ11:00～12:00／観
商）●減メタエクササイズ教室（韮保セ19:00
～20:00／健づ＊要申込み）●補聴器相談（大
仁庁舎12:00～15:00／福祉）◆骨粗しょう症
検診（長保セ9:00～11:30、13:00～14:30）

◆3カ月児相談（韮保セ）
◆胃・大腸・肺がん追加検診（大仁市民会館
8:00～10:30＊要予約）

●生活発表会（長岡幼稚園・大仁東幼稚園））●生涯
学習開講希望講師会（韮山時代劇場20:00～／社教）
●家庭でできる省エネ講座（大仁市民会館19:00～
21:00／環政）◆3歳児健診（韮保セ）◆胃・大腸・
肺がん追加検診（韮保セ8:00～10:30＊要予約）

相談無料。相談日の前々日
までに予約してください。
とき／毎月第４木曜日１３：００～１６：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎１階市民相談室
申込み・問合せ／観光商工課　電話０５５‐９４８‐１４８０11/4（火）～28（金）

８：３０～１７：１５
こども育成課で
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市では、小さい子どもを育てるお父さん、お母さんをサポートする
『地域子育て支援センター』を３カ所開設しています。
親子で来園して楽しく遊んだり、友達を作ったり、保護者同士の交

流の場としてもご利用ください。市内に住んでいる、小学校就学前ま
での乳幼児と保護者なら、どなたでも無料で利用できます。
また『子育て相談』もありますので、お気軽にどうぞ。

（地域子育て支援センターたんぽぽ）

三福２９５‐１ 電話０５５８‐７６‐６００６

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
（祝日除く）

４日（火）避難訓練
７日（金）１０：４５～リズムで遊ぼう！
１１日（火）１０：００～

マラカスを作ろう（２、３歳）
１２日（水）１０：００～　　

マラカスを作ろう（０、１歳）
１９日（水）防犯訓練
２１日（金）１０：００～みかん狩り
＊小坂みかん園集合、入園料自己負担
２５日（火）１１：００～星のおはなし会
●行事の時間はすべて午前中のみ
●育児相談はいつでも受けます。

詳しくは各園まで
お問い合わせ
ください。

（慈恩保育園地域子育て支援センター）
白山堂１７１‐２電話０５５８‐７６‐２５５２

月～金９：００～１７：００（祝日除く）
（園庭開放は９：００～１１：３０）

５日（水） ＊要事前申し込み
パネルシアター おはなしなーに？

●天気の良い日は園庭で絵本や紙
芝居の読み聞かせをしています。
●子育ての悩み相談に専門の保育
士が応じます。ご利用ください。
相談専用電話０５５８‐７６‐２６５６

（地域子育て支援センターすみれ）
四日町２３４‐１電話０５５‐９４９‐０８２３

月～金９：００～１１：３０、１３：３０～１６：００
（祝日除く）

４日（火）おはなし会
６日（木）おやこで踊ろう
１１日（火）製作（ミノムシくん）
１２日（水）製作（ミノムシくん）
１３日（木）育児相談日
１８日（火）たんじょうび会
＊１１月生まれの子、要事前申し込み

１９日（水）１０：００～みかん狩り
＊小坂みかん園集合、入園料自己負担
２０日（木）避難訓練
２５日（火）大きくなったかな（身体測定）
２８日（金）きれいにしよう
●行事の時間はすべて午前中のみ
（身体測定は午後も実施します）
●育児相談はいつでも受けます。

すみれひろばでは毎月講演を開催
しています。交通安全、虫歯予防、
環境健康学、防犯、育児相談など
お母さんに役立つ子育て情報がい
っぱい。さあ講演
に、みんなで行
きましょう！

問合せ　
静岡県計量検定所　電話０５４‐２７８‐８３１１
観光商工課 電話０５５‐９４８‐１４８０

取引証明に使用するはかり
は、県が実施する２年に１
回の定期検査を受ける必要
があります。対象となるお
店は食料品店、宅配便取扱
店、薬局などです。

特定計量器（体温計、血圧計、
ガスメーター、水道メーター、ガ
ソリンスタンドの自動車等給油メ
ーターなど）のうち、検定等の有
効期間があるもの（下記）で、期間
を過ぎたものは使用できません。

ガスメーター　　…１０年
水道メーター　　… ８年
電気量計　　　　…１０年
タクシーメーター … １年
自動車等給油メーター… ７年

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、
ガ

ス
・
水
道
・
電
気
の
使
用
量
、
肉
や

魚
の
計
量
、
体
温
や
血
圧
の
測
定
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な

計
量
器
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
が
安

全
で
快
適
で
あ
る
た
め
に
、『
計
量
法
』
で
計
量
の
基
準

を
定
め
、
適
正
な
計
量
の
実
施
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

計
量
強
調

月
間
正
し
い
計
量

豊
か
な
暮
ら
し

はかりで量った重さを『量目
りょうもく

』とい
い、計量法では、精米、茶、肉、
魚など２９種類の特定商品につい
ては量目公差

りょうもくこうさ

（許容される誤差）を
超えてはならないと定めています。

２００８．１１．１いずのくに（カレンダー裏・左）

A J

アクシスかつらぎ、
韮山時代劇場からの
イベント情報発信！

と　き １１月１５日（土）開場１８：３０開演１９：００
ところ　アクシスかつらぎ多目的ホール
出演者　本郷美津子
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

日本で最初の影絵専門劇団かかし

座による、家族で楽しめる影絵劇場。

と　き １２月２１日（日）
開場１３：３０開演１４：００

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット【全席指定】一般１，０００円 中学生以下５００円
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

劇
団
か
か
し
座

と　き １１月９日（日）開場１３：００開演１３：３０
ところ　韮山時代劇場映像ホール
出演者　カマアイナスクラブ
＊『あなたのステージ』では出演者を募集しています。

韮山時代劇場（大ホールを除く）でコンサート・発表

会・作品展などを開催して、日ごろの成果を披露して

みませんか？

問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

入場
無料

と　き １１月９日（日）
開場１８：００開演１８：３０

ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット【全席指定】Ｓ席５，０００円 Ａ席４，０００円
＊未就学児は入場できません。
問合せ アクシスかつらぎ　電話０５５‐９４８‐０２２５

中
村
雅
俊

好 評
発売中

三遊亭小遊三

三遊亭楽太郎

入場
無料

２２日はアマ６組とゲストステージ。２３日プロステ

ージは佐山雅弘トリオＷｉｔｈ　Ｈｏｒｎｓが登場します。

と　き １１月２２日（土）開演１３：００
１１月２３日（日）開演１６：３０

ところ　韮山時代劇場大ホール
チケット ２２日【全席自由】１，０００円

２３日【全席指定】３，０００円
＊２３日（日）のみ、未就学児は入場できません。
問合せ 韮山時代劇場　電話０５５‐９４９‐８６００

好 評
発売中

好 評
発売中

佐山雅弘

笑点でおなじみの三遊亭小遊三さん、三遊亭楽太郎

さんらによる落語会で２００９年初笑い！

と　き 平成２１年１月１８日（日）
開場１３：３０開演１４：００

ところ　アクシスかつらぎ大ホール
チケット【全席指定】

Ｓ席３，５００円、Ａ席２，５００円
＊未就学児は入場できません。
問合せ アクシスかつらぎ　

電話０５５‐９４８‐０２２５

好 評
発売中

あなたも演出家！

オペラキャスティング公開オーディション 韮山時代劇場

１部　１３：３０～
『市民オペラ伊豆の国』公開オーディション
２部　１６：００～
伊豆市民オペラ協会 創作オペラハイライト公演

静岡県芸術祭合唱コンクール アクシスかつらぎ

問合せ　第２４回国民文化祭伊豆の国市実行委員会事務局（文化振興課） 電話０５５‐９４８‐０２２５

約４０団体が参加予定の合唱コンクール（開演１０：００）

江
川
太
郎
左
衛
門

〜
熱
き
心
の
火
〜
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「ふたり旅

生きてきた証しとして」

津村節子著／岩波書店
吉村昭と歩んだ五十年
の歳月。夫も、妻も、

ただ書くことをひたすらに利己的に
追い求め続けてきた。が、目指した
ものは常に一緒だった。夫婦作家の
修羅と豊饒

ほうじょう

の道。 【韮山】

「ジェミニの方舟
はこぶね

東京大洪水」

高嶋哲夫 著／集英社
地球温暖化、史上最大
の台風が襲う！埋め立

て地、ゼロメートル地帯、いつ起き
てもおかしくない首都水没への警

けい

鐘
しょう

をこめて、『ミッドナイトイーグ
ル』の著者が綴る災害パニック小説。

【韮山】

「狂い咲き正宗
刀剣商ちょうじ屋光三郎」

山本兼一 著／講談社
｢古城の風景５

北条の城｣

宮城谷昌光著／新潮社
駿河・伊豆に点在する
城址
じょうし

、古戦場を巡る歴
史紀行。韮山城、堀越御所や周辺市
町の身近な各所を描き、近刊の著書
『新三河物語』をより楽しむためのサ
ブテキストにもなる。 【中央】

【中央図書館】電話０５５８‐７６‐５５６６

毎週月曜日休館
おはなし会１１月８日（土）１１：００～
【長岡図書館】電話０５５‐９４７‐２３６４

毎週月曜日休館
おはなし会１１月２０日（木）１４：３０～
【韮山図書館】電話０５５‐９４９‐８６０５

毎週水曜日休館
おはなし会１１月８日（土）、２２日（土）

１４：００～

江戸は芝日陰町。奉行の家に生ま
れながら出奔

しゅっぽん

し、刀に惚
ほ

れて刀剣
商に婿入りした光三郎が、持ち込
まれた刀を目利きする。武士と名
刀の因縁を描く、本格時代小説。

【長岡】

＊【 】内は所蔵館名

＊おはなし会は、赤ちゃん～小学
校低学年くらいまでが対象です（事
前申し込み不要）。
＊毎月最終金曜日・祝日・年末・年
始などは３館共通の休館日です。
＊詳しくは、月のカレンダー（広報
にはさみ込み）・図書館ホームペー
ジ・各図書館配布の図書館カレンダ
ーをご覧ください。

難産の末、子ども読書活動推進計
画が完成しました。伊豆の国市の将
来を担う子どもたちが、本との出会
いの中で未来を開く力を身につけて

いくために、この活
動を推進していきま
す。皆さんのご理解
とご協力を！
（図書館主幹　佐野）

頼
朝
は
、
伊
豆
の
国
市
の
蛭
ケ
島
で

二
十
年
も
の
間
、
流
人
る
に
ん

生
活
を
送
り
、

鎌
倉
幕
府
を
開
く
き
っ
か
け
と
な
る
旗
揚
げ

を
こ
の
地
で
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
頼
朝

を
助
け
て
幕
府
の
草
創
そ
う
そ
う

か
ら
執
権
し
っ
け
ん

職
を
担
っ

た
北
条
氏
も
ま
た
、
市
内
寺
家
の
守
山
の
す

そ
に
居
を
構
え
る
武
士
だ
っ
た
の
で
す
。

第３回伊豆の国学講座

問合せ　社会教育課　
電話０５５‐９４８‐１４６１

その４３

晩
秋
の
ひ
と
と
き
、
物
語
の
世
界
を
ご
ゆ

っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

お
茶
と
ク
ッ
キ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

十
一
月
十
五
日（
土
）
開
場
十
三
時

開
演
十
三
時
三
十
分

と
こ
ろ

長
岡
区
民
館
二
階

朗
読
作
品

『
こ
ん
な
花
あ
ら
し
の
日

の
午
後
は
』『
羅
生
門
』

『
鈴
の
鳴
る
道
』ほ
か

問
合
せ

朗
読
は
な
み
ず
き（
渡
辺
）

電
話
０
５
５（
９
４
８
）４
６
４
１
　

源

入場
無料

お
か
げ
さ
ま
で
十
周
年

花
み
ず
き
朗
読
会

市
民
文
化
祭
展
示
の
部
は
、
昨
年
同
様
に

市
民
作
品
展
と
子
ど
も
作
品
展
を
二
日
間
に

わ
た
り
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
力
作
を
展
示

し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と

き

十
一
月
十
五
日（
土
）

〜
十
六
日（
日
）

詳
し
く
は
広
報
十
月
号
と

同
時
配
布
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
社
会
教
育
課
窓
口
等
に
も
あ

り
ま
す
）を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

市
民
文
化
祭

展
示
の
部

入場
無料

源頼朝の鎌倉幕府草創にかかわる人物や出来事を再確
認し、源平争乱の歴史的評価を行います。（申込み不要）
と　き １２月１３日（土）１４：００～１６：００
ところ 韮山時代劇場 映像ホール
講　師 明治大学文学部教授　上杉 和彦氏
参加費 無料
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

源頼朝の鎌倉幕府草創の立役者
たてやくしゃ

である北条氏の出自から
滅亡までの歴史を、人物を中心に語ります。（申込み不要）
と　き 平成２１年１月１７日（土）１４：００～１６：００
ところ 韮山時代劇場 映像ホール
講　師 神奈川県立金沢文庫主任学芸員　永井晋氏
参加費 無料
問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

伊
豆
の
国
市
で
暮
ら
し
て
い
た
、
鎌
倉
幕

府
草
創
の
主
人
公
た
ち
。
今
年
で
第
三
回
と

な
る
、
平
成
二
十
年
度
『
伊
豆
の
国
学
講
座
』

は
、
彼
ら
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
文
化
財
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ（
史
跡
め
ぐ
り
）一
回
、
講
演
会

二
回
の
計
三
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

文化財ウォーキング

吾妻鏡
あずまかがみ

の記述をたよりに、市内に残る源頼朝や北条氏ゆかりの史跡
をめぐり、鎌倉幕府草創の地であることを再認
識します。また、講演会を聴くための基礎知識
を身につけます。（要事前申込み）
と　き １１月２９日（土）９：００～１６：００
集　合 伊豆箱根鉄道韮山駅　受付８：３０～
行　程 韮山駅→史跡北条氏邸跡→守山頂上→満願寺跡→真珠院→

願成就院→守山八幡宮（昼食）→光照寺→蛭ケ島公園→城池
親水公園→山木兼隆館跡→韮山郷土史料館（解散）→韮山駅

参加費 無料　＊ただし拝観料が５００円ほど必要
申込み・問合せ 社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１

講演会１

講演会２

と　き １１月２２日（土）第１部１４：００～１４：３０　
第２部１４：４０～１５：１０

ところ 中央図書館２階視聴覚室
内　容 絵本の読み聞かせ・大型紙芝居の実演など
対　象 幼児～小学生（低学年）
協　力 読み聞かせ勉強会『ひこうせん』の皆さん

アドバイザー 上原佐惠子氏
参加費 無料
＊申し込みの必要はありません。
直接会場へおこしください。

「絶対帰還。宇宙ステー

ションに取り残された

３人、奇跡の救出作戦」

クリス・ジョーンズ著

／光文社
２００３年２月、スペースシャトル・コ
ロンビアの事故により、国際宇宙ス
テーションに取り残された３人のク
ルーの劇的生還を描いたノンフィク
ション。 【中央】

問合せ 中央図書館
電話０５５８‐７６‐５５６６

楽
し
い
お
は
な
し
、

も
っ
と
聞
か
せ
て
！

もの のふ

もの のふ

もの のふ

第
三
回

伊
豆
の
国
学
講
座

も
の
の
ふ

そ
う
そ
う

願成就院
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戸
沢
川

と
さ
わ
が
わ

は
、
市
西
部
の
低
山
地

に
源
を
発
し
、
市
役
所
南
側
を
流

れ
、
普
通
河
川
長
岡
川
や
、
市
西

部
の
山
間
地
・
長
瀬
ダ
ム
に
源
を

発
し
た
長
瀬
川

な
が
せ
が
わ

と
合
流
し
、
大
門

橋
上
流
側
の
狩
野
川
左
岸
に
流
れ

る
河
川
で
す
。

戸
沢
川
の
床
上
浸
水
被
害

戸
沢
川
は
過
去
十
年
間
で
四
回

も
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害
を
出
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
平
成
十
六
年

十
月
九
日
の
台
風
二
十
二
号
で

は
、
湯
ヶ
島
観
測
所
の
一
日
あ
た

り
の
降
雨
量
が
二
百
六
十
五
ミ
リ

で
し
た
。
気
象
庁
の
統
計
（
一
九

七
六
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
）に
よ
れ

ば
、
十
月
ひ
と
月
あ
た
り
の
平
均

降
雨
量
は
二
百
四
十
・
五
ミ
リ
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
の
十
月
九

日
だ
け
で
、
月
平
均
を
超
す
降
雨

量
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
小
坂
・

長
岡
両
地
区
の
浸
水
被
害
は
床

上
・
床
下
合
わ
せ
て
二
百
七
十
九

戸
に
及
び
、
小
坂
地
区
の
国
道
四

一
四
号
大
田
橋
付

近
で
は
道
路
面
よ

り
二
ｍ
近
い
水
位

と
な
り
ま
し
た
。

浸
水
被
害
対
策

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

豪
雨
に
よ
り
狩

野
川
が
増
水
す
る

と
、
戸
沢
川
を
流

れ
る
水
は
行
き
場

所
を
失
う
た
め
、

強
制
的
に
ポ
ン
プ
で
狩
野
川
に
排

水
し
ま
す
。
ま
た
支
川
の
長
岡
川

や
長
瀬
川
も
流
下
能
力
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

改
善
し
、
近
年
の
集
中
豪
雨
に
対

応
す
る
た
め
、
現
在
、
国
・
県
・

市
が
一
体
と
な
っ
て
床
上
浸
水
緊

急
対
策
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

国
で
は
、
平
成
二
十
一
年
ま
で

に
小
坂
排
水
機
場
の
排
水
能
力
を

毎
秒
四
立
方
ｍ
か
ら
毎
秒
九
立
方

ｍ
に
増
強
す
る
工
事
を
行
い
、
県

で
は
、
戸
沢
川
の
中
流
域
約
一
キ

ロ
区
間
の
河
川
改
修
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
改
修
に
よ
り
平
成
十

六
年
と
同
等
の
降
雨
量
で
も
排
水

で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
市
で
は
、
小
坂
地
区
内

に
調
整
池
（
豪
雨
に
よ
っ
て
発
生

す
る
水
を
一
時
的
に
た
め
、
洪
水

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
池
）

の
設
置
や
、
降
雨
に
よ
り
流
出
し

た
雨
水
を
河
川
に
強
制
排
水
す
る

ポ
ン
プ
場
の
設
置
を
進
め
て
い
ま

す
。ま
た
長
岡
地
区
に
お
い
て
は
、

長
岡
川
の
河
川
改
修
を
進
め
て
い

ま
す
。

長
瀬
川
流
域
で
は
床
上
浸
水
が

発
生
し
て
い
な
い
た
め
、
将
来
の

土
地
利
用
に
応
じ
た
河
道
か
ど
う

整
備
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
二
月
号
で
は
、
深
沢
川
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

戸沢川
と さわ がわ

・長瀬川
なが せ がわ

流域

横断歩道 青でも確認 右左
小町美優
こまち み ゆ

（韮山南小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ 安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

登下校時に下級生たちの安全に注意を払い、指導をして
いる小学校の上級生（５～６年生）の子どもたちのことを
『交通安全リーダー』と言います。
今回は、大仁小学校で開催された『交通安全リーダーと

語る会』からリーダーの声を紹介します。

突
然
海
外
か
ら
、（
実
際
に
は

申
し
込
み
し
て
い
な
い
の
に
）
あ

た
か
も
高
額
の
宝
く
じ
に
当
選
し

た
か
の
よ
う
な
記
載
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
が
届
い
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？
　

こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
に
返
信
し
た

消
費
者
が
、
不
当
な
手
数
料
、
入

会
金
、
手
続
費
用
等
を
支
払
わ
さ

れ
る
被
害
が
全
国
で
多
発
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
『
海
外
宝
く
じ
当

選
商
法
』と
い
う

悪
質
商
法
で
す
。

こ
の
Ｄ
Ｍ
が

エ
ア
メ
ー
ル
の

場
合
、
送
信
者

の
連
絡
先
は
海

外
の
私
書
箱
程

度
し
か
記
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、

相
手
方
が
特
定

で
き
な
い
こ
と

に
加
え
、
日
本

の
国
内
法
を
用

い
て
被
害
者
を

救
済
す
る
こ
と

も
現
実
的
に
困

難
で
す
。
そ
も

そ
も
、
国
内
で

海
外
の
宝
く
じ

の
実
物
を
手
に
す
る
こ
と
は
、
刑

法
に
抵
触
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

問
題
の
多
い
商
法
で
す
。

こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｍ
が
届
い
て

も
、
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
無
視

し
て
く
だ
さ
い
。
欲
に
目
が
く
ら

み
、
安
易
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

番
号
や
有
効
期
限
等
を
記
入
す
る

の
は
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

観
光
商
工
課
　

電
話
０
５
５（
９
４
８
）１
４
８
０

当
選
商
法

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
⑤

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

身に覚えがないダイレクトメールはトラブルの元。無視しましょう！

●白線やグリーンベルト（歩道）からはみ出ない
ようにする。
●１年生もついていける速さで歩く。
●１年生をできるだけ車道から離す
ようにする。
●列を乱さない。
●横断するときは前後左右に気を
つける。
●地域の人にあいさつする。

多くのスポットが意見にあがりましたが、そのうち
主な２カ所を紹介します。

▲学校前の横断歩道（曲がってすぐの横断歩道のため）や交
差点付近。学校の近くに来る
と人が多くなるため、信号待
ちの交差点付近が危ない。
▲旧下田街道（市道大‐１０１号線）
や他の狭い道は、通勤時間と
重なるためスピードを出して
る車が多く、また車道が狭い
ためグリーンベルト（歩道）に
入ってくる車も多い。

■小学生を見たらスピード
を落として！
■歩行者がいるときは白線
やグリーンベルト（歩道）
に入ってこないで！
■交差点ではスピードを落
として！

大仁小編

小学校前の横断歩道・交差点は
通学児童が密集するので危険

（
市
内
在
住
・
今
井
さ
ん
／
女
性
）

海
　
外

宝
く
じ

小坂地区の様子
（平成１６年１０月）

秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
今
日
こ
の
ご

ろ
、
夕
暮
れ
時
に
な
る
と
あ
っ
と
言
う
間

に
真
っ
暗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
夕
暮
れ
時
を
運
転
中
、
道
路
を

横
断
す
る
高
齢
者
が
い
ま
し
た
。そ
こ
は
、

あ
と
少
し
行
け
ば
横
断
歩
道
が
あ
る
と
い

う
場
所
で
し
た
。
そ
の
人
は
、
暗
く
な
っ

た
夜
の
道
を
黒
っ
ぽ
い
服
で
歩
い
て
い
ま

し
た
。
私
は
、「
明

る
い
色
の
服
を
上

か
ら
一
枚
羽
織
る

だ
け
で
、
事
故
防

止
に
つ
な
が
る
の

に
」
と
思
い
な
が
ら

ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
る

め
ま
し
た
。

事
故
は
、
起
こ
し
た
人
も
被
害
に
遭
っ

た
人
も
共
に
つ
ら
い
日
々
を
送
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
故
を
防
ぐ
努
力
を
み

ん
な
が
少
し
ず
つ
す
れ
ば
、
一
人
で
も
事

故
に
遭
う
人
を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
私
は
、
運
転
手
や
小

学
生
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
に
も
交
通
安

全
教
室
を
開
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
横

断
の
仕
方
、
夜
間
外
出
時
の
服
装
な
ど
誰

も
が
知
っ
て
い
る
ル
ー
ル
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
、
高
齢
者
の
意
識
向
上
に
つ
な
が

り
、
事
故
か
ら
自
分
自
身
を
守
る
一
歩
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

静
岡
県
警
察
に
よ
る
と
、
夕
暮

れ
時
に
横
断
歩
道
以
外
を
横
断
中

の
歩
行
者
と
の
事
故
の
中
で
は
、

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
て
い
な
い
車
と

の
接
触
が
八
割
！
薄
暗
く
な
っ
た

と
き
ド
ラ
イ
バ
ー
が
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
こ
と
で
、
車
も
、
歩
行
者

も
お
互
い
に
注
意
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
で
も
交
通
事
故
を

減
ら
す
た
め
に
、
早
め
の
ラ
イ
ト

の
点
灯
を
お
願
い
し
ま
す
。

静
岡
県
警
察
で
は
、
十
二
月
末

ま
で
の
間
、
夕
暮
れ
時
の
事
故
防

夕夕
暮暮
れれ
時時
はは
、、
早早
めめ
のの
ララ
イイ
トト
点点
灯灯
をを
！！

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
作
戦
実
施
中

止
、
特
に
高
齢
者
の
交
通
死
亡
事

故
防
止
を
推
進
す
る
『
ト
ワ
イ
ラ

イ
ト
作
戦
』を
実
施
中
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
…

四
時
か
ら
ラ
イ
ト
オ
ン
！

ハ
イ
ビ
ー
ム
を
効
果
的
に
！

自
転
車
の
人
は
…

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
！

自
転
車
や
自
ら
に
反
射
材
を
！

歩
行
者
は
…

明
る
い
服
や
反
射
材
を
着
用
！
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清水町芸術祭
いずれも清水町体育館で開催します。
●発表部門

とき／１１月２４日（月）９：３０～
内容／合唱、器楽演奏、民謡、舞踊など
●展示部門

とき／１１月２２日（土）～２４日（月）
９：００～２０：００（最終日は１６：００まで）
内容／絵画、書道、写真、手工芸など
問合せ／ＮＰＯ法人清水町文化協会

電話０５５‐９５７‐２０２０

ふれあい健康まつり
健康チェックや塩分測定などの健

康コーナー、煙体験や消火体験など
の消防広場のほか、お楽しみ抽選会
や模擬店もあります。
とき／１１月９日（日）９：４５～１４：３０
（消防広場は１０：００～１４：００）
ところ／裾野市福祉保健会館・消防庁舎
問合せ／裾野市健康推進室　電話
０５５‐９９２‐５７１１　裾野市消防本部
予防室　電話０５５‐９９２‐３２１１

沼津御用邸記念公園『菊華展』
立礼式茶会、ぬまづ茶サービス、

三曲演奏などの催しもあります。
とき／１１月３日（月）～１７日（月）

９：００～１６：３０
ところ／沼津御用邸記念公園
入場料／大人１００円、小中学生５０円
問合せ／ＮＰＯ法人沼津観光協会
電話０５５‐９６４‐１３００　沼津市観光
交流課　電話０５５‐９３４‐４７４７

楽寿園菊まつり
大型盆景『平等院鳳凰堂』を中心と

した６，０００鉢以上の菊を飾ります。
１１月１５日（土）まで（５日を除く）
栽培技術相談や菊苗の即売も！
７日（金）～１０日（月）は夜菊鑑賞が

楽しめます。２０：３０まで入園可能。
とき／１１月３０日（日）まで＊期間中の
休園日：１１月１７日（月）、２５日（火）
ところ／楽寿園内特設会場
問合せ／三島市立公園楽寿園

電話０５５‐９７５‐２５７０

紅葉まつり
●道の駅『天城越え』 伊豆近代文学
館入館者にお茶とお菓子をサービス。
とき／１１月１日（土）～３０日（日）
問合せ／道の駅『天城越え』

電話０５５８‐８５‐１１１０
●修善寺虹の郷 ２１～２５日、２８～３０
日、１２月５～７日は、ライトアップ実施。
とき／１１月２１日（金）～１２月７日（日）
問合せ／修善寺虹の郷

電話０５５８‐７２‐７１１１

親子ふれあい映画会
『ルイスと未来泥棒』

とき／１１月２２日（土）
午前の部　１０：３０～１２：０５
午後の部　１３：３０～１５：０５
ところ／函南町中央公民館大ホール
チケット／１００円（全席自由）＊函南町
中央公民館で発売中（１人１０枚まで）。
枚数に限りがありますのでお早めに。
問合せ／函南町生涯学習課　

電話０５５‐９７９‐１７３３

■
窓
口
負
担
は
原
則
一
割
■

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
の

窓
口
負
担
は
、
従
来
の
老
人
保
健

と
同
じ
で
原
則
一
割
で
す
。

■
負
担
割
合
は
保
険
証
に
記
載
■

負
担
割
合
は
保
険
証
に
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
保
険
証
の
大
き
さ

は
郵
便
は
が
き
く
ら
い
で
、
有
効

期
限
は
毎
年
七
月
三
十
一
日
で
す
。

毎
年
七
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証

問合せ　国保年金課
電話０５５‐９４８‐２９０５

お医者さんに
かかるとき

を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証
は

大
切
に
保
管
し
、
な
く
し
た

場
合
は
市
役
所
に
届
け
出
て

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
あ
と
か
ら
費
用
を
支
給
■

い
っ
た
ん
全
額
支
払
い
、

市
へ
払
い
戻
し
の
申
請
を
し

て
認
め
ら
れ
る
と
、
自
己
負

担
分
を
除
い
た
額
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

①
や
む
を
得
な
い
理
由
で
保

険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
た

と
き
。

②
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、

コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
補
装
具

代
が
か
か
っ
た
と
き
。

③
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き
。

④
保
険
診
療
を
扱
っ
て
い
な
い

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
と
き
。

⑤
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た

と
き
は
、
葬
祭
執
行
者
に
葬

祭
費
を
支
給
し
ま
す
。

給
付
を
受
け
る
に
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。
本

人
が
手
続
き
で
き
な
い
場
合

は
、
親
族
と
確
認
で
き
れ
ば

委
任
状
な
し
で
手
続
き
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
次
回
】
保
険
料
に
つ
い
て
①

伊
豆
の
国
市
消
防
団
第
七
分
団
は
、
旧
韮
山

方
面
隊
第
三
分
団
が
名
称
変
更
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
管
轄
区
域
は
原
木
、
四
日
町
、
寺
家
、

中
条
と
広
く
、
火
災
発
生
時
に
は
近
隣
住
宅
へ

の
飛
び
火
が
懸
念
さ
れ
る
住
宅
密
集
地
域
の
た

め
、
常
に
迅
速
な
消
火
活
動
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
一
方
で
狩
野
川
に
も
面
し
て
い
て
、
近
年

は
大
雨
に
よ
る
水
害
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
大
雨
時
に
は
四
日
町
排
水
機
場
の
稼
働

を
は
じ
め
、
各
地
区
の
水
門
の
見
回
り
も
行
い

ま
す
。
雨
が
長
引
け
ば
、
一
晩
中
交
通
整
理
や

水
門
の
監
視
に
当
た
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
八
坂
神
社
祭
典
等
、
各
地
区
の
お
祭
り
に
も

参
加
し
、
会
場
の
警
備
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

（
稲
村
分
団
長
よ
り
）「
新
し
い
仲
間
と
の
出
会

い
や
親
睦
は
、
我
々
の
唯
一
の
楽
し
み
で
す
。

最
近
は
市
外
か
ら
の
団
員
も
多
く
、
職
業
も
さ

ま
ざ
ま
。
時
に
は
仕
事
の
話
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
話
、
ば
か
話
も
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。
第
七
分
団
は
、
い
つ
で
も

新
し
い
仲
間
を
待
っ
て
い
ま
す
。
興
味
を
持
っ

た
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
地
域

の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
温
か
い
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」。

＊
正
・
副
分
団
長
、
支
援
団
員
を
除
い
た
現
役
団
員
の
年
齢

小
柳
津

お

や

い

づ

亮
太

り
ょ
う

た

伊
豆
の
国
市
成
人
式
実
行
委
員

さ
ん

ＭＹ　ＷＡＹ

『
大
人
』に
な
っ
た
と
自
覚
す
る
日伊豆の国市成人式について

問合せ　社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１
または市ホームページで『平成２１年成人式』を検索

成
人
式
は
自
分
の
手
で
作
り
た
い

―
そ
う

思
い
、
友
人
と
共
に
実
行
委
員
に
な
っ
た
小
柳

津
さ
ん
。
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら
ぎ
で
行
わ
れ
る
市

の
式
典
で
新
成
人
の
誓
い
の
大
役
も
務
め
る
彼

に
と
っ
て
、『
大
人
』と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
？

「
自
分
が
社
会
に
生
き
る
一
人
だ
と
自
覚
し

て
、
社
会
に
責
任
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
人
が

『
大
人
』。
ニ
ー
ト
や
社
会
を
騒
が
せ
て
喜
ぶ
よ

う
な
、
自
分
し
か
見
え
て
い
な
い
人
は
、
い
く

つ
に
な
っ
て
も『
大
人
』で
は
な
い
と
思
い
ま
す
」。

現
在
、
神
奈
川
県
の
大
学
で
社
会
福
祉
学
を

防火水槽の点検を行う第７分団 ⑦第７分団

第７分団ＤＡＴＡ
管轄区域　原木、四日町、寺家、中条

（２，８６２世帯／７，６５１人）

分団長　　稲村佳弘（原木）

副分団長 武田亮（原木）

団員数　　２５人（うち支援団員２人）

団員の平均年齢　　２５．５歳＊

団員の職業

学
ぶ
小
柳
津
さ
ん
は
将
来
、
地
元
・
静
岡
県
で

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
そ
う
で
す
。「
福
祉
の

先
進
地
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
郷
里
の
発
展
に
生

か
し
た
い
」と
夢
を
膨
ら
ま
せ
ま
す
。

小
柳
津
さ
ん
ら
は
新
成
人
企
画
で
、
中
学
当

時
の
映
像
を
流
す
な
ど
の
楽
し
い
内
容
を
企
画

中
。「
成
人
式
は
、
他
の
ど
ん
な
日
よ
り
も
『
大

人
』
に
な
っ
た
と
自
覚
す
る
大
切
な
日
。
多
く

の
同
窓
生
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
」。

来
年
一
月
十
一
日
、『
大
人
』
に
な
っ
た
旧
友

た
ち
と
の
再
会
の
日
が
楽
し
み
で
す
ね
。
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先着５００人。入場無料です。
とき／１１月２３日（日）①１０：００～
１２：００、②１３：３０～１５：３０
ところ／大仁市民会館
問合せ／市役所社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１

商工会では、１年間の感謝を込め
た謝恩セールを開催します。福引大
抽選会、マグロ解体ショー、投げも
ちなどイベント盛りだくさん。
とき／１１月１６日（日）９：３０～１４：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎駐車場
問合せ／伊豆の国市商工会伊豆長岡
支所　電話０５５‐９４８‐５３３３

前立腺がんの早期発見と治療法に
ついて順天堂大学静岡病院の泌尿器
科教授が講演します。受講無料。
とき／１１月１２日（水）１８：００～
ところ／順天堂大学静岡病院第一会議室
問合せ／順天堂大学静岡病院がん治療
センター事務局　電話０５５‐９４８‐３１１１

ヘリコプター体験フライトやセス
ナ体験搭乗飛行、大人のためのラジ

お・知・ら・せ
コンヘリ操縦体験教室など、秋空に
ぐっと近づけます。入場無料。
とき／１１月８日（土）、９日（日）

９：００～１５：３０
ところ／富士山静岡空港内＊ＪＲ島
田駅南口から無料シャトルバス運行
問合せ／静岡エアポートフェスタ実
行委員会事務局（静岡県庁空港部内）
電話０５４‐２２１‐２７７７

受験資格／①昭和４３年４月２日～昭
和５７年４月１日に生まれた人　②日
本史学（日本近世史）の専門課程を専
攻し学芸員資格を有する人または平
成２１年３月資格取得見込みの人
③平成１０年４月１日～平成２１年３
月３１日までの間において３年以上の
日本近世史に関する実務経験を有する
人　①～③のすべての要件を満たす人
第１次試験／平成２１年１月９日（金）
に市役所伊豆長岡庁舎で論文試験実施
受付期間／１１月５日（水）～１２月１
日（月）
申込み／総務課で交付する試験申込
書と必要書類を郵送（封筒に『試験申
込』と朱書き）または総務課窓口へ提
出。＊試験申込書を郵送希望の場合
は、封筒に『職員採用試験【学芸員】
申込書請求』と朱書きし、１４０円切
手を貼った宛名明記の返信用封筒

（Ａ４版の入るもの）を同封して請求。
＊提出書類は試験の結果を問わず返
却しません。
申込み／伊豆の国市役所総務課新規
職員採用担当　〒４１０‐２２９２長岡
３４０‐１　電話０５５‐９４８‐１４１１
業務内容の問合せ／市役所社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

今年はいつもと少し違う、家族みん
なが「おいしかった！」と言うような
おせち、作ってみませんか？残ったお
せちをアレンジしておい
しく食べる方法も伝授。
とき／１１月２７日（木）９：３０～１３：００
ところ／あやめ会館栄養指導実習室
講師／久木野和子さん（料理研究家）
定員／２０人（先着順、市内在住優先）
申込み締切／１１月２０日（木）
参加料／３００円＋材料費８００円程度
申込み・問合せ／市役所社会教育課
電話０５５‐９４８‐１４６１

市ではまちづくり交付金を活用し
て、蛭ケ島公園や山木・四日町地区
及び守山周辺の道路整備を行ってい
ます。この事業を数値目標等で評価
しました。その評価原案をホームペ
ージと都市計画課窓口で公表し、皆
さんの意見を募集しています。
公表期間／１１月１日（土）～１４日（金）
問合せ／市役所都市計画課

電話０５５‐９４８‐２９０９

21

問合せ　市役所環境政策課
電話０５５‐９４９‐６８０４

わ
た
し
た
ち
は
、
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
の
社
会
経

済
シ
ス
テ
ム
を
『
最
適
生
産
』
、

『
最
適
消
費
』、『
最
小
廃
棄
』
を

基
本
と
す
る
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
へ
作
り
替
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
登
録

制
度
は
、
環
境
省
が
制
定
し
た
指

針
（
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）
に
基
づ
い
た
、
環
境
保

全
・
創
造
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
環
境
経
営
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
と
し

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ14001

が
あ
り
ま
す
。

近
年
、エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
は
、

中
小
企
業
、
学
校
、
公
共
機
関
を

中
心
に
取
り
組
み
が
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

市
役
所
は
、『
エ
コ
ア
ク
シ
ョ

ン
21
』
認
証
取
得
に
向
け
、
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
な
ど
、
環
境
に 市役所

『エコアクション２１』
認証取得に向け発進与

え
る
ダ
メ
ー
ジ
の
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
率
先
し
て
積
極

的
な
環
境
配
慮
活
動
を
す
る
こ
と

で
、
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
資

源
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
役
所
全
職
員
を
対
象

に
研
修
会
を
行
い
、
実
際
の
運
用

手
順
、
方
法
を
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

一人ひとりができるとこ
ろから行動を起こ
せるよう、『家庭における省エ
ネルギーの普及啓発のための
省エネ講座』を開催します。

と　き　１２月３日（水）１９：００～２１：００
ところ 大仁市民会館会議室

６０歳以上で膝痛や腰痛があり、運
動が必要な人のための教室です。市
役所高齢者支援課と協働で行います。
とき／１１月１８日～２月３日の火曜
日１０：００～１０：４０（全１０回）
定員／３０人（先着順）
参加料／プール使用料１回
３００円＋指導料は初回受講者
は無料。２回目以降の人は３，０００円
申込み・問合せ／長岡温水プール『サン
ゆう』 電話０５５‐９４７‐０１７６

今年度は、認知症になっても安心
して暮らせるまちづくりを目指して
『認知症サポーター養成講座』を開催

します。修了者にはオレンジリング
をお渡しします。筆記用具を持参。
①１１月８日（土）１０：００～１２：００
ところ／大仁保健センター２階
内容／地域で支える認知症につい
て、認知症サポーター養成講座
参加料／５００円（資料代等）
申込み・問合せ／ぬくもりの里在宅介護
支援センター　電話０５５８‐７６‐６７００
②１１月２７日（木）１０：００～１４：００
ところ／いちごの里介護者教室
内容／最近の介護保険改正点や介護
予防の考え方、認知症サポーター養
成講座、福祉用具の使い方など
参加料／昼食を希望する人のみ２８０円
申込み・問合せ／いちごの里在宅介護支
援センター　電話０５５‐９４７‐５９４７

総
合
編

①１１月２９日（土）

９：４５～１１：３０
『おなかの肉ってなんで付くか』
の話、おなかをへこます食事に
ついて、おなかすっきり体操
＊運動のできる服装で、室内
シューズをお持ちください。

②１２月４日（木）

１９：００～２０：３０

栄
養
編

③１１月１９日（水）

９：４５～１１：３０

適正エネルギーの摂取・バラン
スのとれた食事
保健師・栄養士の話、献立作成
実習、食事の適正量をはかる

④１２月１０日（水）

１８：４５～２０：３０

塩分摂取について
保健師・栄養士の話、味噌汁の
試飲、味付け実習等

参加無料！
各日先着
２５人まで

毎日の介護お疲れさまです。教室
に参加して、日頃の疲れを癒しませ
んか？参加無料（要事前申し込み）。
とき・ところ／

いずれも１０：００～１５：００
１１月１７日（月）韮山保健センター
１１月１８日（火）大仁保健センター
１１月１９日（水）あやめ会館
内容／介護よろず相談（ケアマネジ
ャーやヘルパーなど、介護専門の職
員が対応します）、介護食試食、健
康＆リラックス体操（マッサージ体
験、ツボ押し体験など）、座談会
定員／各日２５人（先着順）
申込み・問合せ／伊豆の国市社会福祉協
議会　電話０５５‐９４９‐５８１８

お・知・ら・せ

市では市民の多様な学習ニーズに応え、
また『学ぶ』『教える』両面の生きがいを実現
する場として、来年度も講師と受講生が参
画して運営する生涯学習塾を実施します。
開設する講座は公募し、面接の上で決定し
ます。今回は、６０講座程度を開講予定！
あなたの特技、生かしてみませんか？
とき／平成２１年５月～平成２２年３月
ところ／市内社会教育施設など
申込み・問合せ／市役所社会教育課

電話０５５‐９４８‐１４６１

ジャンル

政治・宗教・営業活動を伴わないものに限る。危険を及ぼ
すもの、極端に高額な経費を要するもの、市主催にふさわ
しくない内容のものはお断りすることがあります。同じジ
ャンルが同じ地区で重なると、抽選になる場合があります。

開講条件

①年間の講座回数は２０回まで
②会場の手配・塾生の募集・抽選事務は市が実施
③年間２回の運営会議（講師会）に出席
④受講料は市の定める額で、経費は別途徴収
⑤開講後は基本的に各講座の自主運営
⑥１２月３日（水）２０：００～韮山時代劇場映像ホール
で開催する『開講希望の講師説明会』に出席

＊出席しないと開講できません。

応募資格 公認資格の有無は不問。上記条件を満たす人

特定健診が始まり、おなかまわりを測られ、その
お肉が気になっていませんか？この教室でおなかを
すっきりさせるコツを学びましょう。
ところ／いずれも韮山保健センター
対象／２０歳以上の市民
申込み締切／開催日の前日（定員になり次第締め切り）
申込み・問合せ／市役所健康づくり課

電話０５５８‐７６‐８０１４

オレンジリング

平成２１年５月開講



精神科医師が１人３０分程度相談
に応じます。事前に予約が必要。
とき／１１月１８日（火）１３：３０～
ところ／大仁保健センター
申込み・問合せ／東部健康福祉センター
障害福祉課　電話０５５‐９２０‐２０８１

消費者金融などに多額の借金を抱え
てお困りの人、専門家のアドバイスに
耳を傾け、生活を立て直しましょう！
なるべく事前に予約してください。
とき／１２月１２日（金）１０：００～１６：００
ところ／市役所伊豆長岡庁舎

３階第５会議室
申込み・問合せ／市役所観光商工課
電話０５５‐９４８‐１４８０

静岡労働局では、『裁判外紛争処理
制度』として、次のサービスを行っ
ています。秘密厳守、
簡単、迅速、無料です。
『総合労働相談』労働
相談や情報提供、各種制度をご案内。
『助言・指導』制度　紛争当事者に対
して、問題点などを指摘し、自主的
解決のためのアドバイスをします。
『あっせん』制度　紛争調整委員会の
あっせん委員が、紛争当事者双方の
間に入り、双方の主張を調整し、解
決への話し合いを促します。
問合せ／静岡労働局総務部企画室総合
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お・知・ら・せ

２００８．１１．１いずのくに ２００８．１１．１いずのくに

ま
だ
受
け
取
り
に

来
て
い
な
い
人
は
お
早
め
に

市
で
は
高
齢
者
の

長
寿
を
祝
し
、
敬
老

の
意
を
表
す
る
た
め
、
七
十
五
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
敬
老
会
を
実
施

し
、
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

敬
老
会
を
欠
席
さ
れ
た
人
に
は

民
生
委
員
か
ら
受
け
取
る
か
、
市

の
窓
口
に
取
り
に
来
る
か
の
い
ず

れ
か
の
方
法
で
贈
呈
し
ま
し
た
。

ま
だ
取
り
に
来
て
い
な
い
人
は
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

贈
呈
場
所

十
一
月
か
ら
は
大
仁

庁
舎
の
高
齢
者
支
援
課

持
ち
物

領
収
書（
敬
老
会
案
内
通

知
に
同
封
し
た
も
の
に
記
入
押
印
）

＊
領
収
書
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
し
ま
す
。
本
人
の
身
分

を
証
明
す
る
物
（
保
険
証
な
ど
）

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

対
象
者

四
月
一
日
現
在
で
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
、
昭
和
八
年
四

月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
人

■
市
役
所
が
こ
の
こ
と
で
直
接
問
い

合
わ
せ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
審
な
電
話
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
市
役
所
高
齢
者
支
援
課

電
話
０
５
５
８（
７
６
）８
０
１
１

●
先
日
、
家
族
と
市
内
の
山
道

を
散
策
し
ま
し
た
。
ク
リ
、
コ

ス
モ
ス
畑
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
バ

ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
、
カ
マ
キ
リ

の
卵
な
ど
、
私
が
子
ど
も
の
こ

ろ
見
た
ま
ま
の
風
景
が
そ
こ
に
。

普
段
気
づ
か
な
い
け
ど
、
豊
か

な
自
然
が
身
近
に
あ
る
と
い
う

の
は
、
幸
せ
な
こ
と
で
す
。
夏

●
最
近『
広
報
ク
イ
ズ
』へ
の
お

ハ
ガ
キ
が
ぐ
っ
と
増
え
、
広
報

へ
の
ご
意
見
や
身
近
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
、
毎
月
楽
し
み
に
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
来
月

か
ら
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ

れ
に
ま
つ
わ
る
体
験
談
や
ご
意

見
を
、
皆
さ
ん
に
お
寄
せ
い
た

だ
こ
う
と
企
画
中
で
す
。

土

編　集　後　記

お題：マス埋め計算
脳の活性度　★★★★

毎月、正解者の中から抽選で１０人に図書カードをプレゼン
ト！皆さんのご応募お待ちしています。
【応募方法】
①はがきにクイズの答えと住所、氏名（フリガナ）、年齢、②広
報紙へのご感想や身近な話題などを書き添え、１１月１７日（月）
までに下記へお送りください。いただいたご意見などは、広報
で紹介させていただく場合があります。
【あて先】〒４１０‐２２９２　長岡３４０‐１　

伊豆の国市 企画部 秘書広報課
【先月の答え】「国民文化祭」正解者は６２／６３人
【図書カード当選者：順不同・敬称略】

服部恵美、荻島響子、稲葉さと美、奥玲子、杉山智夏子

本田みち、杉山舞子、長島友紀江、岩崎里予子、杉崎佳子

答え○○○

１　平成１９年度伊豆の国市一般会計の歳出決算額は、

２　今年４月～９月までに『まちづくりご意見箱』にご意見をく

れた人の数は、

３　大仁中学校新校舎の完成予定は、

ご家庭にある不用なもので、ほかの人に
ゆずってもよいものはありませんか。不用
品活用バンクに登録すれば、「ゆずってほ
しい」「ゆずりたい」人を探します。来庁（韮
山庁舎）か電話でご登録ください（最高６カ
月間、希望により再登録可）。

＊市役所では品物を預かりません。相手が
現れたら双方に連絡先を教えます。
申込み・問合せ 市役所環境政策課

電話０５５‐９４９‐６８０４

畳（６畳分） 無　料
幼児用ブランコ　　　　　無　料
中学校問題集・参考書　 無　料
ひな飾り（２段ケース入り）無　料
五月人形　　　　　　　　無　料
田方農業高校女子制服　　無　料
介護電動ベッド　　　　　無　料
ベビーベッド　　　　　　応　談
田植機（２畳植え手押し） 応　談
ビニールプール用滑り台　応　談
男子学生黒ローファー（２４．５cm） 応　談

武者人形／ひな飾り　　　無　料
高校受験参考書・問題集　無　料
チャイルドシート　　　　無　料
養蚕の道具一式　　　　　無　料
米用保冷庫／はた折り機　無　料
サーフィンショートボード　無　料
自転車用椅子（前・後） 無　料
楽生保育園園服・体操着 無　料
飛龍高校みどりのネクタイ 無　料
ベビーゲート　　　　　　応　談

住民登録人口●50,296人（男：24,318人、女：25,978人） 世帯●19,583
外国人登録人口●507人（男：199人、女：308人） 世帯●225

市の人口
（平成２０年１０月１日現在）

使用期限
平成２１年
３月３１日

労働相談コーナー　電話０５４‐２５２‐
１２１２　三島総合労働相談コーナー
電話０５５‐９８６‐９１００

司法書士が電話と面接相談に応じ
ます。面接を希望する人は時間内に
直接会場へお越しください。
とき／１１月２３日（日）１０：００～１７：００
相談電話番号／０５４‐２８９‐５０７１
面接会場／静岡県司法書士会館（静
岡市駿河区稲川１‐１‐１）
問合せ／静岡県司法書士会相談業務
推進委員会　電話０５５‐９９７‐５２８９

「虐待かな？」と思ったら、
すぐにご連絡ください。
問合せ／市役所福祉課
電話０５５８‐７６‐８００８　東部児童相
談所　電話０５５‐９２２‐４１９９

正確に水量を計るため、市では使
用期間満了を迎える水道メーターを
無料で交換します。交換
作業時は、２０～３０分程
度の断水となります。ご
迷惑をおかけしますが、
ご協力お願いします。
とき／１１月上旬～３月中旬

交換対象／伊豆長岡地区、大仁地区の
平成１２年以前に製造されたメーター
交換に伺う業者／市内給水装置工事
指定業者（腕章を着用しています）
問合せ／市役所上下水道課

電話０５５‐９４８‐２９１１

スケジュール帳としての機能のほ
か、県内のイベント情報や暮らしの
相談窓口、主要官公庁所在地一覧、
公営温泉施設など、生活や仕事に役
立つ情報満載。来年の手帳にいかが
ですか？今年は紺色の表紙です。
＊市役所では販売していません。
価格／大型判６００円、小型判５００円
市内販売店／

ミナクチ書店（電話０５５‐９４８‐００２１）
日盛堂書店（電話０５５‐９４９‐１３７３）
長屋書店（電話０５５８‐７６‐１０５６）
文教堂大仁店（電話０５５８‐７６‐７６１１）
ブックランドアピタ大仁店
（電話０５５８‐７５‐５１０１）
問合せ／市役所秘書広報課

電話０５５‐９４８‐１４３１

●指名手配中の被疑者は、約１，７００
人。似た人を見かけたなど、ささいな
ことでも情報をお寄せください。
●「事件かな？」「怪しいぞ」と思ったら、
深夜・早朝問わず、すぐに１１０番を。
●聞き込み調査にご協力を。
●被害にあったら必ず届け出を。
問合せ／大仁警察署
電話０５５８‐７６‐０１１０

ゆ
ず
り
ま
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

問合せ　市役所安全対策課　電話０５５‐９４８‐１４１２

今年５月に起きた中国・四川大地震では、
建物の耐震化の重要性を改めて思い知らされ
ました。この機会に住宅の耐震化や、家具の
転倒防止、食料や飲料水の備蓄等の家庭内の
防災対策の確認・点検をしましょう。

＊『おたより』はお休みします。『表紙より』は４ページにあります。

億３，００７万円です。

人です。

平成　　　年３月です。

＋　　　＋　　　＝？？？

ヒント：アクシスかつらぎの住所は、
古奈○○○です。


